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蘭島海水浴場にさらなる賑わいを！
砂浜がやせていくー離岸堤かさ上げ求める

米の安定供給と適正価格を保証
持続可能な米政策を

　道内では、計画的で整合が取れた海岸保全のため、2003年に全道を9つの地域に分けて
海岸保全基本計画が策定され、その後、各地域ごとに改定されています。
　蘭島海水浴場が属する石狩湾沿岸地域は、道内で最も海水浴客が多い沿岸ですが、長年、
地域住民より離岸堤かさ上げの要求が出されています。

長
年
の
住
民
要
求
に

消
極
姿
勢
の
道
政

丸
山
道
議
は
、
蘭
島
海
水
浴

場
を
管
理
す
る
住
民
か
ら
〝
砂

浜
が
や
せ
て
き
て
い
る
。
砂
が

逃
げ
な
い
よ
う
に
、
突
堤
を
設

置
し
た
ら
ど
う
か
〞
と
地
元
漁

師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ

た
な
ど
、
海
水
浴
場
の
発
展
を

願
い
、
粘
り
強
く
要
求
し
て
い

る
と
訴
え
ま
し
た
。

し
か
し
道
は
、
２
０
１
５
年

に
撮
影
し
た
航
空
写
真
を
示
し
、

砂
浜
は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、

災
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た

海
岸
を
優
先
に
し
て
い
る
と
答

弁
し
、
蘭
島
海
岸
離
岸
堤
の
か
さ

上
げ
の
必
要
性
を
認
め
ま
せ
ん
。

道
内
最
古
の

海
水
浴
場
を
守
れ
！

蘭
島
海
水
浴
場
開
設
は
、
１
９

０
２
年
に
地
元
の
丸
山
三
郎
氏

の
多
大
な
尽
力
に
よ
り
、
蘭
島
駅

が
開
業
と
な
り
、
翌
１
９
０
３

年
７
月
に
丸
山
氏
が
鉄
道･
報

道
関
係
者
多
数
を
浜
に
招
待
し
、

海
水
浴
場
の
発
展
の
た
め
の
協

力
を
お
願
い
し
た
こ
と
が
始
ま

り
と
さ
れ
、
道
内
で
最
古
の
海

水
浴
場
で
す
。

現
在
も
道
内
で
１
、２
の
集
客

数
を
誇
っ
て
い
る
の
は
、
住
民
が

運
営
を
担
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

道
に
は
、
そ
の
住
民
要
求
に
応

え
る
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

予算特別委員会で質問する
丸山はるみ道議

現地調査で道職員に訴える

備
蓄
米
の
放
出
が

も
た
ら
す
も
の
は

「
備
蓄
米
が
つ
き
れ
ば
輸

入
す
る
」
小
泉
農
水
大
臣
の

公
言
か
ら
も
明
ら
か
な
米

不
足
。
後
手
に
回
っ
た
備

蓄
米
の
放
出
は
、
５
キ
ロ

２
０
０
０
円
の
販
売
価
格
を

想
定
し
た
随
意
契
約
で
、
販

売
が
都
市
部
や
ネ
ッ
ト
利
用

者
に
限
定
さ
れ
が
ち
で
す
。

丸
山
道
議
は
こ
う
し
た
現

状
を
示
し
、
米
不
足
と
備
蓄

米
の
効
果
に
つ
い
て
道
の
認

識
を
問
い
ま
し
た
。

道
は
昨
年
末
、
全
国
的
な

米
の
品
薄
状
況
の
中
、
農
業

団
体
等
に
早
期
出
荷
等
を
要

請
し
て
き
た
と
言
い
ま
す
が

米
価
高
騰
の
要
因
に
つ
い
て

は
、
国
の
検
証
を
注
視
す
る

と
の
姿
勢
で
す
。

米
価
に
つ
い
て
は
「
消
費

者
と
生
産
者
の
双
方
が
納
得

で
き
る
水
準
で
の
流
通
が
重

要
」
と
の
考
え
を
示
し
ま
し

た
。米

政
策
の
転
換
を

国
に
求
め
よ

国
は
こ
れ
ま
で
、
転
作
補

助
金
に
よ
り
米
の
減
産
を
誘

導
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結

果
が
米
不
足
、
米
価
高
騰
を

生
み
出
し
た
要
因
で
す
。

丸
山
道
議
は
、
米
の
安
定

的
な
生
産
と
供
給
に
向
け
、

米
政
策
の
転
換
を
国
に
求
め

る
よ
う
道
の
姿
勢
を
質
し
ま

し
た
。需
要
に
応
じ
た
生
産
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
米

生
産
等
、
こ
れ
ま
で
の
発
想

を
変
え
な
い
道
の
答
弁
に
、

丸
山
道
議
は
「
そ
の
発
想
で

は
心
配
を
払
拭
で
き
な
い
」

と
強
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　道営住宅は、2023年2月以降の公募から同性カップルの入居が可能になりました。
　しかし要件をパートナーシップ宣誓書受領証書の交付者としたことで、道営住宅がある51
自治体中パートナーシップ制度を導入している6自治体でしか申し込みができませんでした。
こうした差別的状況の解消を日本共産党道議団は求めてきました。

同性カップルの入居要件見直し
全道の道営住宅で申し込みが可能に

　2024年3月、最高裁で、犯罪被害者等
給付金支給法において、事実上婚姻関係と
同様の事情にあった者には、同性パートナ
ーも含むとの判断が初めてなされました。
　この判決をふまえて道では、パートナー
シップ制度のない自治体であっても、道営
住宅への同性カップルの入居申請を可能と
します。

～最高裁判決を受けて要件を見直し～ 　申請にあたっては、婚姻関係と同様の事
情にある旨を書面にした申立書と戸籍抄本
など配偶者がいないことを確認できる書類
の提出を要件とし、2025年8月以降の公
募から適用します。
　丸山道議は、パートナーシップ制度を導
入していない市町村でも、同性カップルの
公営住宅入居申し込みが可能であることを
しっかり周知するよう求めました。



宿泊税条例また修正！
スケジュールありきの強行やめよ

児
童
福
祉
司
配
置
は
、
虐
待

件
数
に
応
じ
た
加
算
で
増
減

函
館
児
童
相
談
所
は
、
２
０

２
１
年
に
増
築
し
て
い
ま
す
が
、

事
務
室
は
手
狭
で
す
。

内
田
智
能
所
長
の
案
内
で
施
設

内
を
見
学
。
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
、

マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
越
し
に
児
童
の

様
子
を
観
察
で
き
ま
す
。
面
接
で

は
、
答
え
を
誘
導
し
な
い
面
接
技

法
が
必
要
で
、
そ
の
研
修
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

昨
年
12
月
、
鈴
木
知
事
は
当

初
提
案
し
た
宿
泊
税
条
例
を
議

会
会
期
末
に
急
遽
修
正
し
、
多

く
の
課
題
を
残
し
た
ま
ま
成
立

さ
せ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
第
2
回
定
例
会

に
条
例
の
さ
ら
な
る
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

道
の
「
段
階
的
定
額
制
」
と

は
異
な
る
「
定
率
制
」
を
採
用

す
る
市
町
村
を
課
税
対
象
か
ら

外
す
と
し
た
規
定
に
つ
い
て
、

地
方
財
政
審
議
会
か
ら
指
摘
を

受
け
、
条
例
改
正
に
追
い
込
ま

れ
た
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党
道
議
団
は
、「
そ

も
そ
も
除
外
さ
れ
た
市
町
村
が

道
税
分
の
宿
泊
税
を
徴
収
し
、

交
付
金
と
し
て
道
に
支
払
う
こ

と
が
、
地
方
財
政
法
に
則
っ
た
解

釈
と
し
て
適
切
な
の
か
」
と
指

摘
し
、
宿
泊
税
そ
の
も
の
の
条

例
化
に
反
対
を
し
て
き
ま
し
た
。

条
例
の
欠
陥
は
明
ら
か
で
あ
り
、

税
収
の
使
途
は
未
だ
に
明
確
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
町
村
対
象
に
説
明
会
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
あ
り
き
を
改
め
、
再
検

討
す
べ
き
と
丸
山
道
議
は
強
く

知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

・議長…伊藤条一氏（自民党･道民会議）
・副議長…梶谷大志氏（民主･道民連合）

－丸山はるみ議員－ －真下紀子議員－
　・保健福祉常任委員会
　・人口減少問題
 　　地方分権改革等調査特別委員会

　・経済常任委員会
　・子ども政策調査
　　　　　特別委員会

7月1日、予算特別委員
会で質問する丸山道議

カーテンを開けると、マジックミラー越しに
プレイルームの様子が見える

第32期後期常任 ･特別委員会の
構成が決まりました

～函館児童相談所視察を踏まえて委員会質問～

　　児童福祉司等の育成と
児童虐待防止の取り組み強化求める

４
月
、
道
立
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
福
祉
司
の
２
０
２
４
年

度
の
時
間
外
勤
務
が
、
年
間
約
２
３
４
時
間
と
、
知
事
部
局
の
約
91
時

間
と
比
べ
る
と
、
長
時
間
に
及
ん
で
い
る
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

丸
山
議
員
は
、
函
館
児
童
相
談
所
を
視
察
し
、
子
ど
も
政
策
調
査
特

別
委
員
会
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

児
童
福
祉
司

の
配
置
に
つ
い

て
は
、
虐
待
相
談

件
数
に
応
じ
て

配
置
加
算
が
あ

る
が
、
前
々
年
度

の
件
数
が
算
定

基
準
の
た
め
、
毎

年
度
増
減
を
す

る
と
い
い
ま
す
。

経
験
が
役
に

立
つ
職
種
だ
け
に
職
員
を
育
て

る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

児
童
福
祉
司
等

職
員
の
加
算
を
求
め
る

６
月
に
行
わ
れ
た
委
員
会
で

丸
山
道
議
の
質
問
に
対
し
、
道

は
管
轄
区
域
の
広
さ
や
長
距
離

の
移
動
な
ど
、
広
域
性
を
考
慮

し
た
基
準
の
改
定
等
を
国
に
求

め
て
お
り
、
全
国
児
童
相
談
所

長
会
で
は
、
虐
待
を
含
む
全
て

の
相
談
件
数
に
よ
る
算
定
を
求

め
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

人
材
育
成
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
道
独
自
の
研
修
を

丸
山
道
議
の
質
問
で
、
道
内
児

童
相
談
所
に
勤
務
す
る
児
童
福
祉

司
の
約
半
数
が
、
勤
続
３
年
未
満

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

道
で
は
法
定
研
修
の
ほ
か
に
階

層
別
研
修
や
職
務
別
の
研
修
を
充

実
さ
せ
て
い
ま
す
。

丸
山
道
議
は
職
員
自
身
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
も
配
慮
を
求
め
ま

し
た
。

児
童
虐
待
を
生
ま
な
い

取
り
組
み
強
化
を

児
童
相
談
所
の
対
応
状
況
で

は
、
子
ど
も
が
在
宅
の
ま
ま
、
保

護
者
に
対
し
て
指
導
を
行
う
「
助

言
指
導
」
の
割
合
が
最
も
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
丸
山
道
議

は
そ
も
そ
も
虐
待
を
起
こ
さ
せ
な

い
相
談
窓
口
等
の
充
実
を
求
め
ま

し
た
。

野
澤
子
ど
も
応
援
社
会
推
進
監

は
、
国
が
２
０
２
６
年
度
末
ま
で

に
す
べ
て
の
市
町
村
で
整
備
を
目

指
し
て
い
る
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
働
き
か
け
る
な
ど

し
て
、
児
童
虐
待
の
防
止
と
早
期

対
応
に
取
り
組
む
と
答
弁
し
ま
し

た
。




